
2 学年 担当名

後 期 単位/時間数 4単位 60 時間

授業回数別教育内容
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実習：動画撮影の基礎①
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

実習：動画編集の基礎①
・パソコンmac(1人1台)
・データ保存外付け

データの確認

実習：動画編集の基礎②
・パソコンmac(1人1台)
・データ保存外付け

データの確認

動画制作の応用②
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

実習：動画撮影の基礎②
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

動画制作の応用①
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

現代における映像の役割について ・筆記用具

動画制作の基礎知識について
・パソコンmac(1人1台)
・データ保存外付け

データの確認

授業以外での準備学習の有無使用教材授業内容（予定）

到達目標
ウェディングビデオ（婚礼用映像）の分野にとどまらず、自らカメラワークを提案・実践し
高品質な映像の撮影技術を取得できる。また、編集において自ら構成し、BGMやエフェ
クト、効果音を使用したショートムービーを編集・制作できる。

学習内容
映像制作歴12年、1500のブライダル映像を企画・撮影・編集してきた講師が、ウェディ
ングの分野だけでなく、一般企業でも説明会やSNS等で発信するための映像制作方法
を教える。

ムービー作成演習

対象学期（Q） 講義　　・　演習　・　実技　・　実習
 科目名

履修に当たっての留意点
毎回の授業内容の把握と復習、予習。
テキスト・ノート・筆記用具・スマートフォン・カメラ・編集用PCを持参すること。

対象学年 奥村

データの確認

動画制作の応用③
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

動画制作の応用④
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

定期試験 映像作品提出・論評

成績評価の方法と基準

出欠点40点＋定期試験60点　合計点数100点にて成績を算出する

評価　　　GPA　　　合計点数
Ａ　　－　４．０　　90点～100点
Ｂ　　－　３．０　　80点～89点
Ｃ　　－　２．０　　70点～79点
Ｄ　　－　１．０　　60点～69点
E　　 －  出席不良
F　　 －　０．０　　59点以下（不合格）

※定期試験は筆記試験とする

各自のシナリオで感情表現した作品制作③
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

各自のシナリオで感情表現した作品制作④
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

各自のシナリオで感情表現した作品制作①
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け

データの確認

各自のシナリオで感情表現した作品制作②
・パソコンmac(1人1台)・カメラ
・データ保存外付け


